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はじめに 

 

近年、都市住民が家業体験や味覚体験等で農漁家の日常を体験する「農山漁村宿泊体

験」が全国各地の農山漁村地域で展開されている。 

都市側は、子どもの教育資源として宿泊体験を捉える傾向にあり、修学旅行等に取り込

む学校が増えている1。一方、受入側の農山漁村地域は、地域の過疎や少子高齢化を背景に

地域振興策として取り組む場合が多い。 

農業と漁業の両方が盛んな横須賀市の西地区は、農山漁村宿泊体験の舞台として想定さ

れる農山漁村地域や過疎地域ではないものの、高齢化や後継者不足といった課題を抱えて

いる。このような中、当該地区では、大都市近接性を有しながら農業と漁業が同地域で営

まれている本市の特性を生かした「都市近郊型農泊」が住民主導で取り組まれている。 

現状では受入客は順調に増えているものの、高齢化を背景に事業の継続性確保が課題で

ある。市としても、地域活性化や交流人口増加の観点から、今後もこうした取り組みが継

続して運営されることが望ましいと考える。 

このような背景から本稿では、横須賀市の豊かな自然を活用した西海岸地区の農泊の実

態と他地域での類似の取り組みを把握し整理することで、今後も継続して取り組んでいく

ための方向性を明らかにすることを目的とし、今後の可能性について考察する。 

本稿の構成は、第１章で農山漁村宿泊体験である農家民宿や農泊の社会的背景を整理

し、第２章で全国の先進事例の特徴を整理し「都市近郊型農泊」を位置付ける。第３章で

は、西海岸地区の農泊の現状把握から継続性に関する課題を抽出する。最後に第４章で、

都市近郊型農泊における横須賀西海岸モデルの可能性について考察する。 

  

                             
1 佐藤（2010）p.18 参照。 
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図表１ 横須賀西海岸地区の農泊取り組みエリア 

 

出所）横須賀西海岸地区体験たび推進協議会資料 

 

 

 

 

 

 

写真１ 長井漁港 

出所）横須賀市都市政策研究所撮影 

 

写真２ 横須賀西海岸体験たび 

推進協議会のパンフレット 

出所）横須賀西海岸体験たび推進協議会提供 

 


